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〇これまで取り組んできた
教科担任制の成果と課題
を整理し、引き続き教科担
任制について研究を進め
てほしい。

〇道徳科を中心に、様々な教育
活動を通して、豊かな心の醸成に
とりくんでほしい。
〇アフターコロナにおいて、子供
達同志がつながりをもてる活動を
工夫してもらいたい。
〇縦割りの活動について掃除以
外の活動も模索してもらいたい。

〇楽しみながら体力を向上し
ていける活動（遊びの要素を
取り入れた）の工夫をお願いし
たい。
〇生活リズム調べを継続的に
行うことで、児童や保護者への
啓発につながっている。

〇積極的に情報公開や連
携を進めようとしている。
〇アフターコロナにおける
開かれた学校づくりに取り
組んでもらいたい。

〇年々児童数が増加して
おり、大規模校となってき
ている。小規模校のように
はいかないと思うが、きめ
細やかな指導を心がけて
ほしい。

〇道徳の研究は進められ
ていると思う。
〇いじめについて、保護者
への啓発や校内の取組を
積極的に発信することは大
切です。啓発方法の工夫・
検討をお願いしたい。

〇体力については、二極化
が顕著だと思う。全体のレ
ベルアップをお願いしたい。
〇自分で自分の身を守るた
めにも避難訓練等の取り組
みをお願いしたい。

〇図書ボランティア等、図
書館教育の充実に向けて
今後の取り組みで協力で
きることがあれば教えてほ
しい。
〇子供たち学習発表を見
せてもらう機会を復活させ
てほしい。

〇「書く」場面の充実を今後も
研究を進めて欲しい。岡崎独
自の取組を模索してほしい。
〇学校の職員構成で若手が
多くなっていると聞く。授業力
向上に引き続き取り組んでも
らいたい。
〇読書タイムは、読書好きの
子供の育成につながっていく
ので、継続してもらいたい。

〇道徳の授業を通常どおりの公開で
きる場面があるといい。
〇子供達の情報モラル指導とともに、
保護者向けの情報モラルもお願いで
きればと思う。
〇保護者アンケートで「分からない」と
いう回答が多いため、取組の発信の
再検討が必要ではないか。
〇体力向上で他学年との関わりを生
かした活動を模索してほしい。

〇全体の体力をアップするため
に、引き続き、教育委員会と連携
した取り組み（チャレンジランキン
グ等）をお願いしたい。
〇体力の向上には休憩時間等を
利用し楽しく継続できる活動をお
願いしたい。
〇デジタル機器の授業での活用
はできている。しかし、その弊害へ
の対応について、教職員で研修を
する必要性を感じる。

〇地域における学校間連
携も進められるとよい。
〇家庭や地域との連携を
深める意味で、情報発信
を工夫してもらいたい。
〇HPは個人情報の取り扱
いが難しいため、学校便
り・学校新聞・掲示板の充
実もお願いしたい。

３　その他のご意見
〇コロナウィルス感染症等、感染症の防止対策として、換気、マスクの着用等普段の取り組みを充実してほしい。
〇児童数増加に伴い、今後も教育委員会と連携し、課題への対応をお願いしたい。
〇学年間での連携、目標の統一を図ってもらいたい。
〇児童アンケートで「私は学校でいやなことや困ったことがあれば先生に話ができる」の項目をふやしてはどうか。
〇子供たちは積極的に学習に取り組めている。掃除も行き届いていると感じる。教員が上手に指導できていると感じる。

○全国学力学習状況調査
及び県学習到達度調査に
おいて、特に「書く」領域で
の県平均値以上をめざす。
〇アンケート「子供にわか
りやすい授業の工夫をして
いる」で、９０％以上をめざ
す。

○保護者アンケート「いじ
めをなくす学校・学級づくり
に取り組んでいる」で、保護
者８０％以上を目指す。
○縦割りでの活動を、より
増やしていく。

○毎日朝ごはんを食べてくる
児童９５％以上を目指す。
○チャレンジランキング等を利
用し体力の向上を図る取組を
増やしていく。
〇設定を変えて、学期に一度
は防災・避難訓練を行う。

○保護者アンケート「教育活
動や子どもの様子を分かりや
すく知らせている」で、８５％
以上をめざす。
○ゲストティーチャー等、多く
の方々に学校に来ていただ
き、地域に開かれた学校をめ
ざす。

〇学力向上のベースとなる基本
的生活習慣の定着に引き続き取
り組んでいただきたい。
〇子供を主体とした学習活動を
積極的に取り入れていってもらい
たい。
〇読書環境の充実に努めてもら
いたい。
〇自分の考えや思いをいえる機
会を多くとってほしい。

〇道徳教育を中心に、思い
やりのある児童の育成に
取り組んでほしい。
〇アンケートの結果にもあ
るが、学校の取り組みを周
知する方法を検討してはど
うか。

〇基本的生活習慣を身につけ
る意味で、引き続き、生活リズ
ム調べをお願いしたい。
〇昨今全国的に自然災害が
発生しているので、身を守る安
全教育に、引き続き取り組んで
いただきたい。

〇学校の取り組みを保護者や地域
に情報発信するとともに、地域の人
材や資源の活用に引き続き、重点的
に取り組んでいただきたい。
〇地域・故郷について学ぶ機会を
もっと増やしてほしい。
〇学校便りで保護者に対し、細やか
な情報提供が行われている。
〇外部からの教育もいろんな方向か

ら視野が広がり、いいと思う。

強いからだと豊かな心を養い、自ら課題を求め、よりよく生きようとする子供の育成

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

１　教育目標

令和５年度　学校運営等に関する評価書

学校名 和歌山市立岡崎小学校

作成日 令和　  ６年　 ３月　６日


